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島根県教職員協議会 

 

情 

報 
島教協 

全
日
教
連
「青
年
フ
ォ
ー
ラ
ム
」開
催 

 

八
月
二
十
二
・

二
十
三
日
、
東
京

の
都
市
セ
ン
タ
ー

ホ
テ
ル
に
て
、
全

日
教
連
主
催
の
青

年
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

開
催
さ
れ
た
。
こ

れ
は
、
全
国
各
単

位

団

体

の

次

期

リ

ー

ダ

ー

に

対

し
、
組

織

理

解

と
、
教
育
専
門
職

と
し
て
の
意
識
を

高
め
、
組
織
の
活

性
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
毎

年
開
催
さ
れ
て
い

る
。
本
年
度
島
教
協
か
ら
は
、
吉
田
修
教
諭
（
出
雲
・
高
松
小
）
と

竹
田
賢
治
教
諭
（
雲
南
・
吉
田
小
）
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
。
以

下
は
竹
田
教
諭
の
感
想 

 

「
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
会
員
と
、
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
し
て
交

流
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
の
様
子
を
知
り
、
情
報
交
換

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
三
好
全
日
教
連
委
員
長
の
教

育
に
対
す
る
熱
い
思
い
、
そ
し
て
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
、
よ
い
刺
激
を
受
け
て
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
個

人
で
は
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
教
育
行
政
へ
の
要
望
は
、
職
員
団

体
の
よ
う
な
組
織
と
し
て
で
は
な
い
と
声
は
届
き
ま
せ
ん
。
全
日
教

連
の
活
動
の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
」 

左より吉田教諭・三好委員長・竹田教諭 

吉
田
教
諭
ᷫ
高
松
小

・ᷬ
竹
田
教
諭
ᷫ
吉
田
小
ᷬ
参
加 

ご案内 「有村治子氏講演会＆懇談会」参加者募集中 

“安達利幸会長”からの皆様へ  裏面をお読み下さい！ 

９月８日(金)18:30より ツインリーブスホテル出雲 ▼夕食付き 

                        (無料) 

養
護
部
会
開
催  

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
研
修 

 

八
月
十
日
（
木
）
、

養
護
部
（
角
森
純
子
部

長
・
浜

山

中
）
は
、
出

雲
市
内
に
お
い
て
研
修

会
を
開
催
し
た
。
今
回

は
、
最
近
医
療
関
係
者

か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い

る
「
ア

ロ

マ

セ

ラ

ピ
ー
」
に
つ
い
て
研
修

を
行
っ
た
。
研
修
会
で

は
、
講
師
よ
り
香
り
が

与
え
る
人
間
へ
の
影
響

の
話
を
聞
い
た
後
、
実

際
に
体
験
活
動
も
行
っ

た
。 

 

八
月
十
八
日

（
金
）
、
出
雲
市

教
職
員
協
議
会
文

化
厚
生
部
（
高
橋

智

裕

部

長
・
南

中
）
は
、
出
雲
市

大
社
町
に
あ
る

「
島

根

ワ

イ

ナ

リ
ー
」
に
て
食
事

会
を
開
催
し
た
。

当
日
は
、
出
雲
市

内
各
地
よ
り
多
数
の
参
加
者
を
迎
え
、
盛
会

に
開
催
さ
れ
た
。 

出
雲
市
教
職
員
協
議
会 

 

 
 

 
 

文
化
厚
生
部
事
業 

県教員採用試験対策 

講 師 研 修 会 開 催 

 ８月26日（土）、出雲市内において「第

４回講師研修会」を開催した。当日は、個

人面接や集団面接・模擬授業等の研修を

行った。安達利幸所長からは、「厳しい採

用状況だが、是非頑張ってほしい。教員と

しての確たる信念をもって臨んでほしい」

と話があった。 

 講師の皆様、ご健闘をお祈りします。 

参加者募集 

全日教連 
中国ブロック会議 

（広島開催） 

10月14日(土) 
14:00 広島市着 

～17:00講演会等 

18:00 懇談会 
 

15日(日) 
9:30～中央情勢報告 

10:00 分科会 

 ・学校職員部 

 ・養護教諭部 

 ・健康教育 

 ・性教育 

 ・特別支援教育 

11:30 閉会行事 

詳細はお電話 

または 

ホームページを！ 
▼申込締切9/20水 

▼参加料補助あり 

      新規加入 

中筋桂子さん(高松幼) 

阿川菜津子さん(四絡幼) 

兒玉恵子さん(四絡幼) 

渡部典子さん(塩冶幼) 

ありがとう ございます！！ 

指
導
助
言
す
る
安
達
会
長 



島教協会員の皆様へ 

 いつも島教協の諸活動にご理解とご協力をいただき、ありがとうございます。 

 ２４日付けの「教文研ニュース」でもお知らせしたとおり、島教協ではこのたび、全日教連の諸活動に

平素より多大なご理解とご協力をいただいている有村治子文部科学大臣政務官をお迎えし、会員の皆様と

の懇談会を開くことになりました。 

 有村政務官は就任前から自民党参議院議員として、教育の分野に深く関わり、この国の教育をなんとか

よいものにしたいという意気込みで議員活動を続けていらっしゃいます。全日教連定期大会や教研大会に

は、手弁当で毎回必ず駆けつけられ、自ら「全日教連の大応援団」と言われるほどの理解者です。 

 『大臣政務官って堅苦しいポストだけど、硬い話にならないの？』とお思いの方もいらっしゃるかもし

れません。ところが、有村さんは偉ぶったところが微塵もない「現場の先生たちとの対話が大好き！」

な、とても気さくな方なのです。島教協役員や各種大会参加者は何度かじかにお話したことがあるのです

が、なんともいえず爽やかな気持ちにさせてくださる、人間味にあふれる魅力的な方なのです。 

 島教協としては、国の中枢で日本の教育のために精励しておられる有村さんを、最大限の誠意を込め、

賑々しくお迎えしたいと考えています。つきましては、２学期はじめの、それも平日夜の集まりでたいへ

んお出にくい折とは思いますが、お一人でも多くの会員の皆様にお出かけいただきますよう重ねてお願い

申し上げます。会場は「ツインリーブスホテル出雲」、講演会・夕食会とも無料です。（島教協の健全さ

を理解していただく絶好の機会になりますので、ご勤務校の未加入の先生にもどうかお声をおかけくださ

い。） 

 

大臣政務官（だいじんせいむかん） 

 内閣府および各省に置かれる官職である。大臣政務官は、その省の長である大臣を助け、特定の政策及

び企画に参画し、政務を処理することを職務とする。大臣政務官は、国家公務員法上の特別職公務員であ

り、通常、国会議員が充てられる。 

大臣政務官は、「国会審議の活性化及び政治主導の政策決定システムの確立に関する法律」により、従

来の政務次官を廃止して副大臣とともに設けられた。大臣政務官の副大臣との違いは、副大臣がその省庁

の政策全般について大臣を助けるのに対し、大臣政務官は特定の政策について大臣を助ける。 

 

〔参照〕第3次小泉改造内閣のおもな大臣政務官（平成17年11月2日任命） 

【内閣府大臣政務官】 

○後藤田正純（衆）⇒大叔父が、あの故後藤田正晴元副総理ですね。 

○山谷えり子（参）⇒教育に関する政治理念として、①行き過ぎた「ゆとり教育」と「性教育」にストッ

プをかけ、②男女の区別は差別というジェンダーフリー教育をやめ、道徳教育、生

命尊重教育、宗教情操教育の充実を図り、③国を愛し、日本人が大切にしてきた品

位、節度、調和、正直、親切、勤勉を重んじようと、日々教育の正常化にも努める

政務官です。 

【外務大臣政務官】 

○山中燁子（衆）⇒先日北方領土海域で日本の漁船が拿捕された際に、いち早く現地に出向かれました。 

【経済産業大臣政務官】○片山さつき（衆）⇒何かと話題の多い人でしたね。 

【環境大臣政務官】○竹下亘（衆）⇒コメントはいりませんね。地元選出の竹下さんです。 

   

平成18年8月27日 

                               島根県教職員協議会 

会長 安 達 利 幸 


